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 がん細胞に発現する免疫チェックポイント分子 PD-L1 はその受容体である PD-1 との結合を介し T
細胞の活性化を抑制する。PD-1/PD-L1 を介した免疫抑制によりがん細胞は T 細胞による攻撃から逃

れ増殖を促進する。この点に着目した治療薬が免疫チェックポイント阻害薬の抗 PD-L1 抗体および抗

PD-L1 抗体である。これらの抗体は PD-1 と PD-L1 の結合を阻害することで T 細胞の活性化を促し、

T 細胞による免疫システムでがん細胞を攻撃し腫瘍を退縮させる。最終的にはがんが消失する症例も

散見される。一方で、免疫チェックポイント阻害薬の奏効率が 30%程度と低く、さらなる改善が喫近

の課題である。最近、PD-L1 の翻訳後修飾が治療効果に影響を与えることを示唆する論文が複数報告

され、PD-L1 の翻訳後修飾に注目が集まっている。実際に、PD-L1 の翻訳後修飾によりがん細胞上の

PD-L1 と抗 PD-L1 抗体の反応が妨げられ、期待された抗腫瘍効果が得られない問題が挙げられてい

る。そこで我々は、がん種特異的な PD-L1 の翻訳後修飾に着目し、まずはヒト乳がん細胞 MDA-MB-
231 細胞に発現する PD-L1 の糖鎖の解析を行った。その結果、何かしらの修飾がなされている複数の

ペプチド領域を見つけることができた。しかし、シグナル強度が非常に弱く、それらのペプチドがどの

ような修飾を受けているのかを明らかにするには至らなかった。今後は解析に十分なサンプル量を準

備し再解析を行う予定である。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 


